に、 何ものに も 換え 難い ほどの 喜び を 分ち 合って いる 

間 は 無事 だ。 が、 それだけ では、 満足ので きない 男が 

出て 来る。 その 眼の 返礼 を 独占しょう とする 男が 出て 

来る。 平和が 破れる。 囚人の 間の 喧嘩と いうの は、 ほ 

とん どみ な、 直接 間接に この 独占欲の 争いに もとづく。 

これ は 世間の 正直な 人々 の 色恋の 争いと 何の 変り もな 
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どこの 監獄の 囚人の 間に も、 この種の 色情 はずい ぶ 

ん 猛烈な ものら しい。 

もっとも、 これ だとて、 決して 囚人 特有の 変態性欲 

ではない。 女つ 気のない 若い 男の 寄宿舎 なぞに は どこ 



いて はまた あとで 話しす る。 

この 連中が 廊下の 向う から カラン コロン、 カラン コ 

ロンと 暄 ましく 足 音を立てて やって来る。 それが 聞え 

出す と、 八監ゃ 八監の 南側の 先生 等 は、 そら 来た！ 

とば かり 〔# 「とば かリ」 は 底本で は 「どば かリ 匕、 何事 

を さし 置いて も 窓ぎ わ へ 走って 行く。 

僕 はいつ も 走って 行って、 ようやく 眼のと ころが 窓 

わくに とどく ぐらいな の を、 雑巾 桶 を 踏 台に して 首 さ 

しのばして、 額 を 鉄の 冷たい 格子に 押しつけて、 見た。 

そして、 あの 二番目の はよ さそう だな とか、 五番 目の 

は 何て 風 だと かいうよ うな こと を、 隣り 近所の 窓と 批 



れて 行かれて、 まず 例の シャモ 箱の 中に 入れられた。 

もっとも これ は 男 三 郎君の 時に 話した ような 面会 所の 

そばので はない。 そんなの が あちこちに あるんだ。 こ 

んど は、 連れて来られる とすぐ、 所持品 を 調べられた 

り、 着物 を 着換えさせたり、 身分 罪名 人相な どの 例の 

力 ー ドを 作られた りする、 その 間 自分の 番の 来る の を 

待って いる 〔# 「待って いる」 は 底本で は 「持って いる 匕 

シャモ 箱 だ。 

しばらく すると、 背中 合せの シャモ 箱の 方へ も 人が 

はいった ような 気 はいがす る。 ぺちゃくちゃと 女 のら 

しい 声が する。 



何とかす る ことができなければ、 敵国に 使して 何とか 

するとい うような 支那の 言葉に 囚われて、 あるいは 外 

交官 になって 見ようかと いう 多少の 志がない でもな 

かった。 また、 学校 を 出る 当座に は、 陸軍大学の 教官 

となって、 幼年 学校 時代の 同窓 等に、 しかも その 秀才 

等に 「教官 殿」 と 呼ばして 鼻を明かして やろう かとい 

うような 子供ら しい 考えがないでも なかった。 学校 を 

出てから も、 僕の 旧師で ありかつ 陸軍での フランス 部 

の 〔# 「フランス 部の」 は ママ〕 ォ 1 ソリ ティであった 某 

陸軍 教授 を 訪ねて、 陸軍大学への 就職 を 頼んだ こと も 

あった。 その 話が よほど 進行して いる 間に、 しかも そ 



が、 こんな こと を 一 々事実に照らして 具体的に 暗示 

し 説明して 行く こと は、 この 雑誌の 編集者の 希望で は 

ない。 せいぜい 甘い、 面白可笑し いものと いう 註文な 

んだ。 

つい 脱線して 飛んだ 気焰 になって しまったが、 

ちょっと 籐椅子の 上で 寝ころんで 〔# 「寝ころんで」 は 

底本で は 「寝ろ こんで 匕、 日向ぼっこ をしながら ーぷく 

して、 また 初めの 呑気 至極な 思い出す ま まだらり だら 

りと 書いて 行く 与太 的 雑録に 帰ろう。 

死刑執行 人 

と 言っても やはり、 まず 思い出す の は、 先き に 書き 



地の 悪い 執拗な 光と を 併せていた。 それに その 声まで 

が、 少し しゃがれ 気味の 低い、 しかし 太い、 底力の 籠つ 

た、 どこまでも 強請して 来る 声だった。 ちょっと 何 か 

言う ので も、 けだものの 吠える ように 聞え た。 

「これに 拇印 をお して 出せ ご 

不意 に y J う 怒鳴ら れ るよう に 呼ばれて、 差 入 弁当と 

その 差 入 願書と を 突き出された ものの、 その 突き出し 

て 来た 太い 皺くちゃな 土色の 指 を 気味 悪く 見つめた ま 

ま、 しばらく 僕 は ぼんやり していた。 

「早くし ろご 

僕 は 再び その 声に 驚かされて、 あわてて 拇印 をお し 



ぞに はよ く、 桜の 花びらが、 どこから とも 知れず 飛ん 

で 来た。 窓から 見える あたりに は 桜の 木 は 一 本 もな 

かった。 窓に 沿うて 並んで いる 幾 本 かの 青桐の 若木と、 

堺が 「雀の 木」 と 呼んで いたいつ も 無数の 雀が 群がつ 

て は 囀って いる 何 かの 木が 一 本 向う に 見える ほかに は、 

草 一本 生えて いなかった。 されば、 あの 高い 赤い 煉瓦 

の 塀の そとの、 どこから か 飛んで 来たと しか 思えない 

この 一片の 桜の 花 は、 たださえ 感傷的に なって いる 囚 

人の 心に、 どれほどの うるおい を 注ぎ こんだ か 知れな 
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何でも 懐かしい。 ことに 世間の もの は 懐かしい。 た 



こうして 一 晚 じゅう 転輾 して 見ようかと も 思った が、 

どうしても 堪えられないで、 すぐに 手拭 を 解いて し 

まった。 

それから、 これ は 僕 等のと は 違う 建物に いた 男 だが、 

湯へ 往復す る 道で、 やはり 手錠 を はめて、 足枷まで も 

はめて、 そして 重い 分銅の ような もの を 鎖で 引きずつ 

て 歩いて いるのに よく 出 食わした。 

その 男 もや はり 二十 五、 六の、 細面の、 どちら かと 

言えば 優男で あ つ た。 

分銅の ような いわゆる ダ (漢字 を 忘れた) という 奴 

を 引きずって 歩かせる、 という 徴 罰の ある こと は、 か 



びかた よりも、 さらに 見る に 堪えなかった の は、 その 

気味の 悪い ほど 蒼 ざめ た 顔の 色と、 やはり 同じように 

蒼 ざめ た 痩せ細った その 手足と であった。 

どんな 悪 いこと をして- J んな 懲罰 を 食 つてい るの か、 

またい つから こんな 目に 遭って いるの か、 僕 は 誰に も 

それ を 聞く 機会がなかった。 また 誰に も それ を 聞いて 

見る 勇気がなかった。 よし また、 それ を 知った ところ 

で、 それが 何になる とも 思った。 

おしゃべりの 僕 等の 仲間 も、 その 男に 会った 時には、 

みな 黙って ただ 顔 を 見合せ た。 いつも 僕の 隣り にいた 

荒 畑 は 泣き出し そうな 顔 をして 眉 を ぴりぴり させた。 



の 看守と 議論 を 始めた。 ついに は その 看守が あま リ訳 

の 分らぬ 馬鹿ば か り 言う ので、 ほかの 看守 等が み な 

走って 飛んで 来た ほどの 大きな 声で、 その 看守 を罵リ 

出した。 それが その 時 一 緒に いたもう 一 人の 囚人に、 

よほど 気に入られ たらしい。 

「君なん か はま だ 若くて 元気が いいから いい、 うんと 

しっかり やりた まえ。 何でも 中 ぶら りんで は 駄目 だ。 

うんと おとなしく してす つか リ 役人 どもの 信用 を 得て 

しまう か。 そう なれば 多少の 犯則 も 大目に見て 貰える _ 

それで なきや、 うんと あばれ るんだ。 あばれて あばれ 

て あばれ 抜 くんだ。 減食の 二度 や 三度 や、 暗室の 二度 



膝が 踊り 出した ように 慄 える。 そして 上下の 歯が がち 

がちと 打ち合う。 そんなに なると、 日に 二度で も 三度 

でも、 素 裸になって からだ を ふく。 これで 少なくとも 

一 時間 は 慄ぇを 止める ことができる。 

冬の 間の 一 番の たのしみ は 湯 だ。 「脱衣！」 の 号令 

で 急いで 着物 を 脱いで、 「入浴！」 で 湯に とびこむ。 

「洗 体！」 の 号令す らも ある。 多く は 熱くて はいれな 

いほ どの 湯に、 真 赤に なって 辛抱して いる。 それほど 

でない と、 夕飯 前の 湯が 夜 寝る 時までの 暖を 保って く 
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稀れ に、 夕飯の 御馳走が、 鮭 か 鱒 かの 頭 を 細かく 切つ 
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